
先発品との効能効果等の相違 
2025 年 9 ⽉ 

 アンブリセンタン錠 2.5mg「KMP」 （先発品）ヴォリブリス錠 2.5mg 

効能⼜は効果 
 
肺動脈性肺⾼⾎圧症  

 
肺動脈性肺⾼⾎圧症  

⽤法及び⽤量 

 
 
通常、成⼈にはアンブリセンタンとして 5mg を 1 ⽇ 1 回経⼝投与
する。なお、症状に応じて 1 ⽇ 10mg を超えない範囲で適宜増量す
る。 

 
成⼈ 
通常、成⼈にはアンブリセンタンとして 5mg を 1 ⽇ 1 回経⼝投与
する。なお、症状に応じて 1 ⽇ 10mg を超えない範囲で適宜増量す
る。 
⼩児 
通常、8 歳以上の⼩児には、体重に応じアンブリセンタンとして下
記の投与量を 1 ⽇ 1 回経⼝投与する。 
20〜35kg 未満：通常、2.5mg とし症状に応じて 1 ⽇ 5mg を超えな
い範囲で適宜増量する。 
35〜50kg 未満：通常、5mg とし症状に応じて 1 ⽇ 7.5mg を超えな
い範囲で適宜増量する。 
50kg 以上：通常、5mg とし症状に応じて 1 ⽇ 10mg を超えない範
囲で適宜増量する。  

詳細は電⼦添⽂でご確認ください。 
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先発品との効能効果等の相違 
2025 年 9 ⽉ 

 レベチラセタム DS50％「トーワ」 （先発品）イーケプラドライシロップ 50% 

効能⼜は効果 

 
○てんかん患者の部分発作（⼆次性全般化発作を含む） 
○他の抗てんかん薬で⼗分な効果が認められないてんかん患者の強

直間代発作に対する抗てんかん薬との併⽤療法  

 
○てんかん患者の部分発作（⼆次性全般化発作を含む） 
○他の抗てんかん薬で⼗分な効果が認められないてんかん患者の強

直間代発作に対する抗てんかん薬との併⽤療法  

⽤法及び⽤量 

 
 
成⼈：通常、成⼈にはレベチラセタムとして 1 ⽇ 1000mg(ドライシロ
ップとして 2g)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時溶解して経⼝投与する。なお、
症状により 1 ⽇ 3000mg(ドライシロップとして 6g)を超えない範囲で
適宜増減するが、増量は 2 週間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として
1000mg(ドライシロップとして 2g)以下ずつ⾏うこと。 
⼩児：通常、4 歳以上の⼩児にはレベチラセタムとして 1 ⽇
20mg/kg(ドライシロップとして 40mg/kg)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時
溶解して経⼝投与する。なお、症状により 1 ⽇ 60mg/kg(ドライシロ
ップとして 120mg/kg)を超えない範囲で適宜増減するが、増量は 2 週
間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として 20mg/kg(ドライシロップとし
て 40mg/kg)以下ずつ⾏うこと。ただし、体重 50kg 以上の⼩児では、
成⼈と同じ⽤法・⽤量を⽤いること。 

 
<部分発作(⼆次性全般化発作を含む)> 
成⼈：通常、成⼈にはレベチラセタムとして 1 ⽇ 1000mg(ドライシロ
ップとして 2g)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時溶解して経⼝投与する。なお、
症状により 1 ⽇ 3000mg(ドライシロップとして 6g)を超えない範囲で
適宜増減するが、増量は 2 週間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として
1000mg(ドライシロップとして 2g)以下ずつ⾏うこと。 
⼩児(⽣後 6 ヵ⽉以上)：通常、⽣後 6 ヵ⽉以上の⼩児にはレベチラセ
タムとして 1 ⽇ 20mg/kg(ドライシロップとして 40mg/kg)を 1 ⽇ 2
回に分けて⽤時溶解して経⼝投与する。なお、症状により 1 ⽇
60mg/kg(ドライシロップとして 120mg/kg)を超えない範囲で適宜増
減するが、増量は 2 週間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として
20mg/kg(ドライシロップとして 40mg/kg)以下ずつ⾏うこと。ただ
し、体重 50kg 以上の⼩児では、成⼈と同じ⽤法・⽤量を⽤いること。 
⼩児(⽣後 1 ヵ⽉以上 6 ヵ⽉未満)：通常、⽣後 1 ヵ⽉以上 6 ヵ⽉未満
の⼩児にはレベチラセタムとして 1 ⽇ 14mg/kg(ドライシロップとし
て 28mg/kg)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時溶解して経⼝投与する。なお、
症状により 1 ⽇ 42mg/kg(ドライシロップとして 84mg/kg)を超えな
い範囲で適宜増減するが、増量は 2 週間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量
として 14mg/kg(ドライシロップとして 28mg/kg)以下ずつ⾏うこと。 
<強直間代発作> 
成⼈：通常、成⼈にはレベチラセタムとして 1 ⽇ 1000mg(ドライシロ
ップとして 2g)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時溶解して経⼝投与する。なお、
症状により 1 ⽇ 3000mg(ドライシロップとして 6g)を超えない範囲で
適宜増減するが、増量は 2 週間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として
1000mg(ドライシロップとして 2g)以下ずつ⾏うこと。 
⼩児(4 歳以上)：通常、4 歳以上の⼩児にはレベチラセタムとして 1 ⽇
20mg/kg(ドライシロップとして 40mg/kg)を 1 ⽇ 2 回に分けて⽤時
溶解して経⼝投与する。なお、症状により 1 ⽇ 60mg/kg(ドライシロ
ップとして 120mg/kg)を超えない範囲で適宜増減するが、増量は 2 週
間以上の間隔をあけて 1 ⽇⽤量として 20mg/kg(ドライシロップとし
て 40mg/kg)以下ずつ⾏うこと。ただし、体重 50kg 以上の⼩児では、
成⼈と同じ⽤法・⽤量を⽤いること。  

詳細は電⼦添⽂でご確認ください。  
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